
広
報徳之島
Tokunoshima Town public relations

庁舎の歴史

【特集】
徳之島町役場

ありがとう、 旧庁舎。

【写真：1980 年（昭和 55 年）の徳之島町役場庁舎】
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１
９
７
４
年
（
昭
和

49
年
）
に
建
設
さ
れ
、

48
年
間
、
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
愛
さ
れ
た

徳
之
島
町
役
場
庁
舎
。

２
０
２
２
年
（
令
和
４

年
）
10
月
に
閉
庁
式
が

執
り
行
わ
れ
、
約
半
世
紀
に
渡
る
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
徳
之
島
町
の
誕
生
ま
で
遡
り
、

庁
舎
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
９
５
８
年
（
昭
和
33
年
）、
亀

津
町
と
東
天
城
村
が
合
併
し
、
徳

之
島
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
の
庁
舎
は
旧
亀
津
町
の
も

の
で
、
１
９
５
２
年
（
昭
和
27
年
）

に
、
現
在
の
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
一
角
に
建
て
ら
れ
た
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
で
し

た
。（
※
■
建
設
時
に
撮
ら
れ
た
亀

津
町
役
場
庁
舎
。）

そ
の
後
、
現
在
の
亀
津
郵
便
局

の
敷
地
に
、
１
９
５
９
年
（
昭
和

34
年
）、
新
た
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
庁
舎
（
※
■
）
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
２
つ
の
建
物
が
向
か
い

合
っ
て
い
た
時
期
の
貴
重
な
写
真

あ
り
が
と
う
、
旧
庁
舎
。

【
特
集
】
徳
之
島
町
役
場
庁
舎
の
歴
史

閉庁式での神事

１２

１

２
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が
残
っ
て
い
ま
す
（
※
■
左
側
が

昭
和
27
年
、
右
側
が
昭
和
34
年
建

設
）。

１
９
６
７
年
（
昭
和
42
年
）、
亀

津
臨
海
埋
立
工
事
が
着
工
（
※
■

埋
め
立
て
が
進
む
亀
津
）。

１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）、
埋

立
地
（
現
在
の
役
場
敷
地
内
）
に

庁
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
建
設

費
は
当
時
の
１
億
６
０
０
０
万

円
。
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
石
油
価
格
高
騰
で
「
狂
乱

物
価
」
と
な
っ
た
時
代
で
し
た
。

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
に
は

庁
舎
東
側
が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
50
年
近
く
が
経
過
し
、

建
物
が
老
朽
化
。
２
０
２
１
年（
令

和
３
年
）
に
新
庁
舎
建
設
が
着
工

し
、
２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）

に
は
本
体
部
分
が
完
成
（
※
■
新

旧
並
び
立
っ
た
庁
舎
）。

昭
和
・
平
成
・
令
和
の
時
代
を

歩
ん
だ
旧
庁
舎
は
２
０
２
３
年

（
令
和
５
年
）
に
解
体
さ
れ
、
約
半

世
紀
に
わ
た
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
在
り
続
け
た
そ
の

長
い
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

平成初期の徳之島町役場庁舎

【写真提供：スタジオカガワ】 ３４５

３

４
５
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「
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
一
斉
清
掃

（
徳
之
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主

催
）」
が
５
月
21
日
、
町
内
一
円
で
あ

り
ま
し
た
。
同
取
り
組
み
は
、「
５
月

30
日
」
を
「
ご
み
ゼ
ロ
」
と
読
む
こ
と

に
ち
な
み
、
毎
年
５
月
の
第
３
日
曜
日

を
、
町
民
一
丸
と
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
の
日
と
定
め
実
施
。
町
内
の
各

集
落
単
位
で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
今
年
度
は
、「
手
々
海
浜
公

園
」
を
清
掃
の
重
点
地
区
と
し
て
選

定
。町
民
会
議
の
委
員
や
関
係
者
、手
々

集
落
か
ら
の
参
加
者
な
ど
約
60
人
が
集

ま
っ
て
ご
み
を
拾
い
、
海
岸
に
漂
着
し

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
う
き
な
ど
、
１
㌧

ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
に
の
ぼ
る
大
量
の
ご

み
が
集
ま
り
ま
し
た
。

海岸線に漂着したごみを回収 重点地区の手々海浜公園で活動した皆さん

町
内
一
円
で
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
一
斉
清
掃
実
施

軽トラックに山積みにされた漂着ごみ

１億円分の札束をレプリカで体感

税
金
の
大
切
さ
や
仕
組
み
を
学
ぶ

「
租
税
教
室
」
が
５
月
16
日
、
町
立
母

間
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。
授
業
は

本
町
税
務
課
の
職
員
が
講
義
を
担
当

し
、
同
小
学
校
の
５
・
６
年
生
を
対
象

に
実
施
。
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
身
近
に
使
わ
れ
て

い
る
税
金
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま

し
た
。
授
業
終
盤
に
は
「
１
億
円
分

の
札
束
」
の
レ
プ
リ
カ
も
登
場
。
児

童
は
興
味
津
々
の
様
子
で
札
束
の
重

さ
を
体
感
し
、「
税
金
が
、
普
段
の
生

活
で
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
か
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

母
間
小
学
校
で
租
税
教
室
、
１
億
円
の
レ
プ
リ
カ
も

「
令
和
５
年
度
徳
之
島
町
消
防
団
総

会
」
が
５
月
28
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
、
消
防
団
員
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
多
年
に
わ

た
り
職
務
に
精
励
さ
れ
た
退
職
消
防
団

員
６
名
へ
、
消
防
庁
長
官
か
ら
の
賞
状

と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

町
消
防
団
元
団
員
へ
消
防
庁
長
官
よ
り
賞
状
授
与

総会に出席し賞状を伝達された皆さん

原
田
辰
法
（
元
団
長
）

崎
田
保
彦
（
元
副
団
長
）

安
田
美
蔵
（
元
副
団
長
）

栄
喜
康
英
（
元
神
嶺
分
団
分
団
長
）

元
博
久
（
元
山
分
団
分
団
長
）

小
倉
政
一
（
元
手
々
分
団
分
団
長
）
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「
奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記
念

第
33
回
徳
之
島
町
合
同
金
婚
式
」
が
５

月
26
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
ま
し
た
。
町
合
同
金
婚
式
の
開
催

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
２
０
１
９
年

以
来
４
年
ぶ
り
。
申
し
出
の
あ
っ
た
令

和
５
年
度
の
対
象
者
12
組
の
う
ち
、
５

組
の
夫
婦
が
出
席
さ
れ
、
金
婚
者
の
家

族
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
な
ど
、

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
高
岡

町
長
か
ら
金
婚
者
夫
婦
へ
慶
祝
状
が
手

渡
さ
れ
、
金
婚
対
象
者
の
謝
辞
で
は
、

大
澤
寶
久
さ
ん
（
77
）
＝
東
区
＝
が
あ

い
さ
つ
。
後
半
の
余
興
で
は
、
亀
津
や

山
地
区
な
ど
か
ら
踊
り
や
島
唄
で
の
参

加
が
あ
り
、
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
た

夫
婦
を
盛
大
に
祝
福
し
ま
し
た
。

会場全体で金婚夫婦を祝福

町
合
同
金
婚
式
、
結
婚
半
世
紀
の
夫
婦
を
盛
大
に
祝
福島唄や踊りなどで盛り上がった余興

図書館関係者と多読賞受賞者の皆さん

令
和
４
年
度
に
町
立
図
書
館
で
借

り
ら
れ
た
本
を
対
象
と
し
た
「
多
読

賞
」
の
表
彰
式
が
５
月
21
日
、
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

「
小
学
生
の
部
」「
一
般
・
個
人
の
部
」

「
一
般
・
家
族
の
部
」「
移
動
図
書
館

車
貸
出
の
部
」
で
表
彰
が
あ
り
、
合

計
20
人
が
受
賞
。
賞
状
と
図
書
カ
ー

ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
町
立
図
書
館

の
多
読
賞
表
彰
は
、
同
図
書
館
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
移
転
10
周
年
を
記

念
し
２
０
１
４
年
か
ら
実
施
。
コ
ロ

ナ
禍
で
式
典
の
中
止
は
あ
っ
た
も
の

の
、
多
読
賞
は
毎
年
継
続
さ
れ
、
今

回
が
10
年
の
節
目
と
な
り
ま
し
た
。

町
立
図
書
館
多
読
賞
10
年
の
節
目
、
４
年
ぶ
り
に
表
彰
式

町
立
花
徳
小
学
校
で
５
月
25
日
、「
人

権
の
花
運
動
」
開
校
式
が
あ
り
ま
し

た
。
同
運
動
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
人

権
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
協
力
し
て
育

て
る
こ
と
を
通
じ
て
、
優
し
さ
や
思
い

や
り
の
心
な
ど
、
人
権
を
大
切
に
す
る

考
え
方
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。
式
で
は

町
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
お
話
や
、
児

童
代
表
の
決
意
の
言
葉
が
あ
り
、
最
後

は
国
の
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
贈
呈
。「
ひ
ま
わ
り

の
よ
う
な 

き
む
き
ゅ
ら
（
き
れ
い
な

こ
こ
ろ
）
け
ぃ
ど
ぅ
わ
れ
ん
き
ゃ
（
花

徳
の
子
ど
も
た
ち
）」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
活
動
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

花
徳
小
学
校
で
「
人
権
の
花
運
動
」
開
校
式

同運動に取り組む花徳小の皆さんと町関係者

【※提供写真】

式に出席された金婚者の皆さん
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「
徳
之
島
三
町
空
手
道
大
会
兼
南
三

島
交
流
大
会
（
徳
之
島
町
空
手
道
連
盟

主
催
）」
が
６
月
４
日
、
徳
之
島
高
校

武
道
館
で
あ
り
ま
し
た
。
徳
之
島
・
沖

永
良
部
島
・
与
論
島
か
ら
、
未
就
学
児

～
中
学
生
ま
で
約
60
人
が
参
加
。
本
町

か
ら
は
敬
空
館
亀
津
（
※
以
下
亀
津
）

が
団
体
戦
・
個
人
戦
で
上
位
入
賞
し
た

ほ
か
、
新
し
く
発
足
し
た
安
住
寺
空
手

ク
ラ
ブ
（
※
以
下
安
住
寺
）
も
個
人
戦

で
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
町

の
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
体

戦
・
個
人
戦
１
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
形
１
位
】　

　
〈
小
学
校
高
学
年
男
子
〉
亀
津

　
〈
小
学
校
低
学
年
女
子
〉
亀
津

【
団
体
組
手
１
位
】　

　
〈
小
学
校
低
学
年
女
子
〉
亀
津

　
〈
小
学
校
高
学
年
女
子
〉
亀
津

【
個
人
形
１
位
】

　
〈
小
学
２
年
女
子
〉
幸
言
美
（
亀
津
）

　
〈
小
学
３
年
女
子
〉
金
城
希
（
亀
津
）

　
〈
小
学
５
年
女
子
〉
中
江
美
姫
（
亀
津
）

　
〈
小
学
６
年
女
子
〉
福
島
媛
香
（
亀
津
）

　
〈
小
学
６
年
男
子
〉吉
岡
一
樹（
安
住
寺
）

　
〈
中
学
生
男
子
〉
福
島
理
志
（
亀
津
）

【
個
人
組
手
１
位
】

　
〈
小
学
１
年
女
子
〉吉
岡
楓
華（
安
住
寺
）

　
〈
小
学
２
年
女
子
〉
花
尾
結
（
亀
津
）

　
〈
小
学
３
年
女
子
〉
秋
津
真
央
（
亀
津
）

　
〈
小
学
５
年
女
子
〉
中
江
美
姫
（
亀
津
）

　
〈
小
学
６
年
男
子
〉吉
岡
一
樹（
安
住
寺
）

　
〈
小
学
６
年
女
子
〉中
野
芽
唯
那
（
安
住
寺
）

安住寺空手クラブの皆さん

徳
之
島
三
町
空
手
道
大
会
、
空
手
の
技
競
い
南
三
島
交
流

昨年に続いて２年目となった植付け作業

母
間
校
区
会
主
催
の
「
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
作
戦
」
が
６
月
４
日
、
同
集
落

内
で
あ
り
ま
し
た
。同
地
区
の
名
所「
桜

並
木
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
に
続
き
、
ユ

リ
や
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
を
植
え
て
「
新
た

な
名
所
に
」
と
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
同

作
戦
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅

広
い
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
母
間
新
港
に
集
合

後
、
母
間
４
集
落
（
池
間
・
反
川
・
大

当
・
花
時
名
）
の
区
長
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
集
め
た
、
自
生
の
ユ
リ
と
グ
ラ
ジ
オ

ラ
ス
の
球
根
を
受
け
取
り
、
各
集
落
に

分
か
れ
て
植
え
付
け
。
農
道
に
捨
て
ら

れ
た
ご
み
も
拾
い
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

新
た
な
名
所
作
り
へ
母
間
集
落
で
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
作
戦

本
町
出
身
で
大
阪
府
在
住
の
里
秀
明

さ
ん
か
ら
、
町
立
亀
津
中
学
校
に
寄
付

が
あ
り
、
６
月
８
日
、
寄
付
金
の
贈
呈

式
が
役
場
で
あ
り
ま
し
た
。
里
さ
ん
は

昨
年
、
自
身
の
母
校
で
あ
る
町
立
亀
徳

小
学
校
へ
３
０
０
万
円
を
寄
付
。
今
回

は
母
校
の
亀
津
中
学
校
へ
５
０
０
万
円

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
里
さ
ん
は
挨
拶

で
、「
徳
之
島
を
出
て
54
年
に
な
る
が
、

一
番
の
故
郷
で
あ
る
島
へ
の
想
い
は

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
。
島
に
は
友
人
や

友
人
の
お
孫
さ
ん
も
い
る
の
で
、
少
し

で
も
何
か
の
役
に
立
て
た
ら
、
島
の
人

た
ち
に
恩
返
し
が
で
き
た
ら
と
い
う
気

持
ち
で
す
」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

本
町
出
身
の
里
秀
明
さ
ん
、
昨
年
に
続
き
母
校
へ
寄
付

町長へ寄付金を渡す里さん（左から５番目）

【※提供写真】

敬空館亀津空手スポーツ少年団の皆さん

【※提供写真】
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 7 月号

○令和５年度分の国民年金保険料免除等の申請受付が令和５年７月１日より開始されます。

○経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶

予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50 歳未満）」がありますので、住民生活課ま

たは花徳支所にて免除等の申請手続きを行ってください。

○保険料が納め忘れの状態で、万一、障がいや死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎

年金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。申請を忘れていた期間がある方は、役場

国民年金窓口、花徳支所または年金事務所へご相談ください。

○保険料免除・納付猶予が承認された期間の保険料は 10 年以内であれば、後から保険料を納め

ることができます。

○マイナポータルの利用者登録をしている方は、マイナポータルから 24 時間 365 日、国民年金

保険料免除・猶予の申請ができます。

住民生活課年金係　☎ 0997-82-1114、花徳支所　☎ 0997-84-0048

令和５年７月１日より開始されます

令和５年度分の国民年金保険料免除等の申請について
問

（自動音声案内に従って番号を押してください）奄美大島年金事務所　☎ 0997-52-4341

どなたでも安心して相談を

弁護士相談会のお知らせ

主に消費者問題に関する相談について、弁護士相談会を開催します。相談は無料です。相談をご
希望の方は事前の申し込みが必要となりますので、7 月 7 日（金）までに企画課へお申込みください。

●日時＝令和 5 年 7 月 21 日（金）※１件につき 30 分以内

●場所＝徳之島町生涯学習センター２階 研修室

●内容＝消費者問題に関する相談
※件数に満たない場合は消費者問題以外の相談も対象とします。
※台風等の影響で予定が変更になる事があります。
※次回の相談会は９月を予定しています。

企画課 消費生活相談窓口　☎ 0997-82-1112問

消費者庁イラスト集より

○島野菜生産部会では、会員が育てる農作物の生産量アップや、消費者へ
安心安全な食材を届けることを目的に活動しています。

○「作った農産物を、給食センターを通じて子どもたちに食べてもらいたい」
「他の農家と交流して栽培技術を身に付けたい」等思っている皆さん、ぜ
ひ島野菜生産部会に加入してみませんか。

○詳細やお申込みは、島野菜生産部会事務局（農林水産課農政係）までお問合せください。

農林水産課 農政係　☎ 0997-82-1150問

農産物を育てる仲間で一緒に活動しませんか？

島野菜生産部会の会員を募集しています
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 7 月号

今回の給付金を受け取り済でない方へ

子育て世帯生活支援特別給付金のご案内

介護福祉課 子育て世帯生活支援特別給付金係　☎ 0997-82-1115問

低所得者子育て世帯の支援のため、以下の内容で給付金を支給します。支給には申請が必要です。

介護福祉課の子育て世帯生活支援特別給付金係までお問い合わせください。

●対象者（※当給付金を受け取った方を除く）
①令和４年度中に実施した子育て世帯生活支援特別給付金の支給対象者であった方
② 18 歳未満の子供がいる世帯で令和５年度１月１日以降の収入が急変し、住民税非課税相当の

収入となった方
③ひとり親世帯で公的年金（遺族年金等）受給している方
④令和５年４月１日から令和６年２月末までの新生児で、住民税非課税相当の収入となった方

●支給額＝児童１人当たり一律５万円

農林水産課 林務水産係　☎ 0997-82-1150

対象者へ船舶の燃料費を助成します

水産業等緊急対策支援事業について
問

新型コロナウイルス感染症や原油価格・物価高騰により影響を受けている漁業者、ダイビング事
業者に対して、負担の軽減と経営安定を目的に以下の内容で助成します。補助金の支給には申請が
必要です。ご希望の方は農林水産課で申請手続きを行ってください。

●対象となる方
①徳之島町に在住し、とくのしま漁業協同組合の組合員か準組合員であること
②助成の申請後も、漁業、ダイビング事業を継続する意思があること
③町税を滞納していないこと（※徴収の猶予を受けている方を除く）

●補助額
　　漁業、ダイビング事業等のために船舶の燃料として購入した免税軽油、重油等について、
　１リットルあたり 30 円を乗じた額

●助成期間
　令和５年７月 1 日～令和６年３月 31 日

●必要書類
　【申請時】①水産業等緊急対策支援事業交付申請書
　　　　　  ②振込先口座が確認できる通帳の写し
　　　　　  ③町税等納入状況確認願い

　【請求時】①水産業等緊急対策支援事業交付請求書
　　　　　  ②漁業、ダイビング事業の船舶の燃料として購入した軽油、重油等（免税含む）の給油
　　　　　　  量が分かる書類（領収書等）の写し



– 9 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 7 月号

徳之島町郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

令和５年７月～９月の休館予定日

７月 ３日 ( 月 )、10 日 ( 月 )、18 日 ( 火 )、24 日 ( 月 )、31 日 ( 月 )

８月 ７日 ( 月 )、14 日 ( 月 )、21 日 ( 月 )、28 日 ( 月 )

９月 ４日 ( 月 )、11 日 ( 月 )、19 日 ( 火 )、25 日 ( 月 )

●日にち・場所
　【１日目】令和５年８月５日（土）・町生涯学習センター２階多目的ホール
　【２日目】令和５年８月６日（日）・花徳前川生活館
●時間
　午前の部：午前 10 時～正午
　午後の部：午後２時～４時　　　　　　　　　　　 
●講師＝池村 茂（工房 海彩）
●材料費＝１人 1,500 円
●定員＝午前・午後ともに 20 名
　※定員に達し次第受付終了となります。
　※小学校 1・2 年生までは保護者同伴で参加して下さい。
　※一般（大人）の方のみでも参加できます。
●申込み方法＝郷土資料館へ電話でお申込みください。

～ヤコウガイのアクセサリーを作ってみよう～

郷土資料館では、以下の内容で体験学習講座の参加者を募集します。皆様の参加をお待ちしてい
ます。

～郷土資料館からのお願い～
○ご家庭にある古い記録等（日記、帳簿、手紙、写真）について、貴重な資料かどうかお調べ

になりたい方は郷土資料館までご連絡ください。

○倉庫や押し入れを掃除した際に、銃砲刀剣（刀、槍、火縄銃、拳銃など）を発見した場合は、
徳之島警察署や鹿児島県教育庁文化財課 ( ☎ 099-286-5255) へご相談ください。

○アマミノクロウサギやオカヤドカリなどの天然記念物が生息する場所で、道路や建築物など
を作ったり、調査研究や映像の撮影などを行う場合は、文化財保護法および県文化財保護条例
により事前に現状変更許可申請が必要になることがあります。工事や調査の予定がある場合は、
事前に県文化財課又は徳之島町郷土資料館までご確認ください。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡ください。

【開館時間】午前 9 時～午後 5 時　

（入館は午後 4 時 30 分まで）　

【入館料】無料

～休館日等のお知らせ～

※台風接近等により臨時休館となる場合があります。

休館日や体験学習講座等

郷土資料館体験学習講座・休館日等のお知らせ
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広報 徳之島 2023 年 7 月号

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

奄
美
群
島
で
は
、
経
済
・

社
会
及
び
島
民
生
活
の
た
め

に
海
上
輸
送
活
動
が
極
め
て

重
要
で
す
。

一
方
、
周
辺
海
域
で
は
漁

業
活
動
の
ほ
か
各
種
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、

特
に
今
季
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
よ
る
人
々
の
活
動
の
活

発
化
等
に
よ
り
事
故
増
加
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

ひ
と
た
び
海
の
事
故
が
発

生
す
れ
ば
、
島
民
生
活
に
直

接
影
響
す
る
可
能
性
が
高
く
、

海
運
・
漁
業
・
レ
ジ
ャ
ー
等

の
海
事
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
の
皆
様
一
人
一
人

が
海
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

考
え
、
声
を
か
け
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、「
海
難
ゼ

ロ
へ
の
願
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
７
月
16
日
か
ら
31
日

ま
で
「
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
船
舶
を
操
船
さ
れ
る
方
は
、

発
航
前
点
検
や
気
象
海
象

の
確
認
を
徹
底
し
、
無
理

な
運
航
を
し
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

○
遊
泳
等
で
海
に
行
か
れ
る

方
は
、
離
岸
流
や
天
候
等

に
注
意
し
、
体
調
管
理
を

怠
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着

用
、
連
絡
手
段
の
確
保
、

海
上
保
安
庁
緊
急
電
話

１
１
８
番
の
活
用
（
自
己

救
命
策
の
確
保
）
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
奄
美
群

島
地
区
海
難
防
止
活
動
推
進

連
絡
会
議
（
事
務
局
：
奄
美

海
上
保
安
部
）
☎
０
９
９
７
―

５
３
―
５
５
６
９

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
が
発

売
さ
れ
ま
す

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
」
が
、
７
月
４
日
（
火
）

か
ら
全
国
で
２
種
類
同
時
発

売
さ
れ
ま
す
。

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１
等　

５
億
円
×
24
本

　

前
後
賞
各
１
億
円
×
48
本

　
（
発
売
総
額
７
２
０
億
円
・

24
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

１
等　

２
千
万
円
×
28
本

　

前
後
賞
各
５
百
万
円
×
56
本

　
（
発
売
総
額
２
１
０
億
円
・

７
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

●
発
売
期
間
＝
令
和
５
年
７

月
４
日
（
火
）
～
８
月
４

日
（
金
）

●
抽
せ
ん
日

　

令
和
５
年
８
月
18
日
（
金
）

●
支
払
開
始
日

　

令
和
５
年
８
月
23
日
（
水
）

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

夏休み・子ども芸術体験プロジェクト

細長い板状のたくさんの積み木！ひとりで、みんなで、何ができるかチャレンジしよう！そして
後半は木で出来たカホンという楽器をみんなで演奏しよう！

～Art Space Kagoshima 2023 ～アートスペイスかごしま

参　加　者　募　集

講師：浜 有章（打楽器工房HM CAJON/ 鹿児島市）

日程：令和５年８月 22日（火）13時～ 15時 30分

場所：徳之島町文化会館リハーサル室

対象：小学生～中学生（定員 20名）　〆切：7月 5日（水）※消印有効

主催：特定非営利法人 かごしま子ども芸術センター  後援：徳之島町教育委員会

参加費無料 2023年度
子どもゆめ基金
助成活動

【お問い合わせ・申込み先】
かごしま子ども芸術センター
ＨＰ：http://www.c-a-c-kago.org/
E-mail：c-a-c-kago@mx61.tiki.ne.jp

創作積み木とカホン体験【木で遊ぼう！創作積み木とカホンのリズム】
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今
か
ら
約
60
年
前
、
私
が
ま
だ
中
学

生
だ
っ
た
頃
の
こ
と
。 

 

校
内
に
い
る
間
は
、
方
言
を
使
っ

た
生
徒
は
罰
と
し
て
「
私
は
方
言
を
使

い
ま
し
た
」
と
、
赤
い
「
方
言
札
」
を

首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

方
言
札
を
下
げ
て
い
る
生
徒
は
、
恥
ず

か
し
い
の
で
、
次
に
方
言
を
使
っ
た
生

徒
を
早
く
見
つ
け
て
方
言
札
を
渡
し
た

い
。
そ
こ
で
わ
ざ
と
「
〇
〇
を
方
言
で

言
う
と
何
と
言
う
？
」
と
聞
き
、
相
手

に
う
っ
か
り
方
言
を
し
ゃ
べ
ら
せ
る
と

い
う
ず
る
い
方
法
で
渡
そ
う
と
す
る
。

敵
も
さ
る
も
の
、「
そ
れ
は
方
言
で
言

ど
皆
無
に
近
い
。
島
口
が
使
え
る
人
た

ち
が
い
る
間
に
、
何
と
か
衆
知
を
集
め

て
継
承
で
き
な
い
も
の
か
と
思
う
こ
の

頃
で
あ
る
。
島
口
を
消
滅
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
ま
ず
は
、「
オ
ボ
ラ
ダ
レ
ン　

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）」「
キ
ュ

ウ
ガ
メ
ー
ラ　
（
こ
ん
に
ち
は
） 

」
だ
け

で
も 

、
私
達
の
暮
ら
し
の
中
で
使
っ
て

い
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

 （
町
誌
編
さ
ん
室　

岩
下 

洋
一
）

う
と
」
と
前
置
き
す
る
と
罰
に
な
ら
な

い
の
で
、
う
ま
く
切
り
抜
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
当
時
は
割
と
ゲ
ー
ム
感
覚
で

方
言
札
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
よ
う

な
気
が
す
る
。

亀
津
の
Ｎ
大
兄
（
昭
和
３
年
生
）
の

体
験
談
。
小
学
４
年
生
の
時
に
、
教
室

で
友
だ
ち
と
方
言
で
話
し
を
し
て
い
た

ら
、
方
言
の
取
り
締
ま
り
の
た
め
に
先

輩
が
見
廻
っ
て
き
て
見
つ
か
り
、
校
庭

に
立
た
さ
れ
た
そ
う
だ
。（
そ
の
頃
方

言
札
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。）

  

「
方
言
札
」
は
、
広
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
我
が
国
に
お
い
て
は
東
北
地
方
の

一
部
や
沖
縄
県
・
鹿
児
島
県
な
ど
で
明

治
末
か
ら
昭
和
30
年
代
ま
で
使
用
さ
れ

た
記
録
が
あ
る
。

 

そ
も
そ
も
は
大
和
（
ヤ
マ
ト
ゥ
）
へ

の
同
化
政
策
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る

が
、
懲
罰
的
な
標
準
語
励
行
教
育
が
行

わ
れ
た
一
面
、
人
々
が
標
準
語
の
必
要

性
に
気
づ
き
始
め
た
こ
と
な
ど
の
要
因

も
複
合
し
て
生
ま
れ
た
教
育
だ
と
も
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特
に
沖
縄
県
や
奄
美
群
島
に
お
い
て

は
、
都
会
へ
の
就
職
者
が
多
く
、
標

準
語
が
自
由
に
使
え
な
い
ハ
ン
デ
ィ
は

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

方ほ
う
げ
ん
ふ
だ

言
札
と
島し
ま
ぐ
ち口

の
危
機

大
き
か
っ
た
。
出
身
者
た
ち
が
都
会
生

活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か

る
上
で
さ
ほ
ど
苦
労
し
な
く
な
っ
た
の

は
、
方
言
札
の
効
用
も
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
島
人
（
シ
マ
ヌ
ッ
チ
ュ
）
の

生
活
の
中
で
、
方
言
で
あ
る
島
口
で
な

い
と
微
妙
な
心
情
の
表
現
が
で
き
な
い

こ
と
も
多
々
あ
る
。
そ
れ
が
島
ら
し
さ
、

島
口
の
長
所
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

消
滅
危
機
言
語
の
島
口
（
奄
美
語
）

を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
に
様
々
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の

共
通
語
中
心
の
生
活
で
、
高
齢
者
の
い

な
い
家
庭
で
は
島
口
に
接
す
る
機
会
な

沖縄県で使われていた方言札

亀津中学校で使われていた方言札（復刻）
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町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
の
軟

式
野
球
競
技
が
４
月
23
日
、
町
健
康
の

森
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
は
雨
な
ど
で
２
度
延
期
さ

れ
、
５
月
後
半
に
実
施
さ
れ
た
軟
式
野

球
競
技
。
今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
気

持
ち
の
い
い
春
の
日
差
し
の
中
で
の
試

合
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
は
亀
津
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
亀
徳
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
神
之
嶺
ド
リ
ー
ム
ス
の
３

チ
ー
ム
総
当
た
り
戦
。
亀
津
が
安
定
し

た
強
さ
を
見
せ
、
３
大
会
連
続
優
勝
の

栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。【
１
位
：
亀
津
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
２
位
：
亀
徳
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
３
位
：
神
之
嶺
ド

リ
ー
ム
ス
】

亀津野球スポーツ少年団対亀徳野球スポーツ少年団 優勝した亀津野球スポーツ少年団

亀
津
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
３
大
会
連
続
優
勝

神之嶺ドリームス対亀津野球スポーツ少年団

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
５
月
14
日
、
町

体
育
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
男
女
混
合
の
３
チ
ー
ム
（
神

之
嶺
バ
レ
ー
・
ウ
ィ
ン
グ
ス
・
東
天

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と
、女
子
１
チ
ー
ム
（
亀

津
バ
レ
ー
）
の
計
４
チ
ー
ム
が
出
場
。

総
当
た
り
戦
の
全
６
試
合
が
行
わ
れ
、

渾
身
の
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
試
合
は
東
天
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が

す
べ
て
の
試
合
を
制
し
全
勝
優
勝
。

東
天
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
か
ら
唯
一
１
セ
ッ

ト
を
取
っ
た
亀
津
バ
レ
ー
が
２
勝
し

２
位
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。【
１
位
：
東
天
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
▽
２
位
：
亀
津
バ
レ
ー
▽

３
位
：
ウ
ィ
ン
グ
ス
】

亀津バレーが健闘し準優勝 全勝で優勝を果たした東天ＳＴＡＲＳ

総
当
た
り
戦
制
し
東
天
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
全
勝
優
勝

ウィングス対神之嶺バレー

令和５年度徳之島町スポーツ　少年団競技別交歓大会
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町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
交
歓
大
会

サ
ッ
カ
ー
競
技
が
５
月
28
日
、
町
健
康

の
森
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
あ

り
ま
し
た
。
亀
津
サ
ッ
カ
ー
、亀
徳
サ
ッ

カ
ー
、
東
天
城
Ｆ
Ｃ
の
３
チ
ー
ム
が
出

場
。
総
当
た
り
戦
３
試
合
が
行
わ
れ
、

霧
雨
が
降
る
中
で
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
試
合
は
初
戦

を
制
し
た
亀
徳
が
、
２
試
合
目
の
亀
津

戦
で
２
対
２
の
引
き
分
け
と
な
り
、
優

勝
旗
の
行
方
は
最
終
戦
次
第
に
。
結
果

は
初
戦
で
６
得
点
を
挙
げ
た
亀
徳
が
得

失
点
差
で
優
勝
。
２
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
１
位
：
亀
徳
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
▽
２
位
：
亀
津
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
▽
３
位
：
東
天
城
Ｆ
Ｃ
】

亀津サッカー対東天城 FC 大会２連覇の亀徳サッカースポーツ少年団

亀
徳
サ
ッ
カ
ー
、
２
試
合
で
８
得
点
を
挙
げ
大
会
２
連
覇亀徳サッカー対東天城 FC

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
が
６
月
３
日
、
町
健
康

の
森
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
あ
り
ま
し

た
。
台
風
の
影
響
で
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
当
日
は
青
空
の
広
が
る
絶
好
の

ス
ポ
ー
ツ
日
和
に
。
試
合
は
亀
津
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
亀
徳
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
神
之
嶺
ド
リ
ー
ム
ス
の
３
チ
ー
ム

総
当
た
り
戦
。
打
線
を
爆
発
さ
せ
た
亀
津

が
２
大
会
連
続
で
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し

た
。
亀
徳
対
神
之
嶺
で
は
両
チ
ー
ム
と
も

に
好
プ
レ
ー
を
連
発
。
手
に
汗
握
る
接
戦

の
末
、
亀
徳
が
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
大

会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。【
１
位
：

亀
津
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
２
位
：
亀

徳
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
３
位
：
神
之

嶺
ド
リ
ー
ム
ス
】

白熱した戦いとなった亀徳対神之嶺 ２大会連続で優勝の亀津チーム

打
線
爆
発
の
亀
津
が
２
連
覇
、
亀
徳
が
接
戦
制
し
２
位
に台風が去り晴天の下での大会に

令和５年度徳之島町スポーツ　少年団競技別交歓大会
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『いつかみんな G を殺す』

成田 名璃子／著〔小説〕

東京の老舗超高級ホテルの総支配
人、鹿野森優花。社長となるには、
今日行われるイベントを成功させ
ることが絶対条件だったが、居て
はならない “G” を相手に、支配人、
新人ホテルマン、清掃員などそれ
ぞれの思惑が錯綜し…。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『わたしにも、スターが殺せる』

藤井 清美／著〔小説〕

コロナ禍、SNS で不用意な発言を
した 2.5 次元俳優を追い詰めるこた
つライター。“ 殺される ” のは、誰
なのか ? 時代の気分を大きく左右
したコロナ禍の大衆の心理を生々
しく炙り出すサスペンス。

『かめのララちゃんいのちのた
び』

たに けいこ／文と絵〔絵本〕

屋久島の砂浜で生まれたかめ
のララ。やさしいおじいさん
のもと、すくすくと育つが、
ある日、海で異変が起こり…。
津波を乗り越え、たくましく
生きる「いのち」の物語。

『ぼくらの同居人は幽霊さん』

リッチドッグ／著〔一般書〕

せっちゃん、つーちゃん、あいちゃ
ん、だいずさん。4 人の幽霊と、お
笑い芸人リッチドッグの 2 人が織り
なす不思議で、温かくて、涙こぼれ
る記録。YouTube チャンネルを書
籍化。

『日本ご当地おやつ大全』

日本懐かし大全シリーズ編集部／編
〔一般書〕

昔も今も地元民が愛してやまない
日々の定番おやつや、懐かしいロ
ングセラーのお菓子、個性豊かな
ローカルお菓子が紹介されていま
す。これってご当地お菓子だった
の？と思うものもあり、懐かしさ
と新しい発見があります。

☆職員おすすめ本☆　    

の図書館展示

○課題図書

○徳之島を知ろう

○夏がくる～

７月

お知らせ
○おはなしの時間

　乳児向け　7/2（日）午後 2 時 30 分～

　3 歳～　　7/8（土）・7/22（土）午後 2 時 30 分～

○イベント

　わきゃ島塾　「徳之島の自然」

　【日時】 7/15（土）午後２時～午後３時 30 分

　【場所】 町生涯学習センター２階研修室

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

《７月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 １日（土）　、 14 日（金）
　【花徳支所】 ７日（金）、22 日（土）
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食事で夏バテ対策！
夏バテは「温度差による自律神経の乱れ」「食欲減退によ

る栄養不足」「発汗による水分とミネラル不足」などが原因

で起こります。疲れやすい、体がだるい、食欲がない、立ち

くらみする、眠れない、頭痛などの症状が感じられたら、夏

バテの可能性があります。

内臓に負担がかかる「冷たい食品の取りすぎ」に気を付け、

１日３食バランスのよい食事で夏を乗りきりましょう！

徳之島町保健センター　☎ 0997-83-3121

・
妊
娠
の
経
過
と
過
ご
し
方

・
母
乳
育
児
に
つ
い
て

・
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
栄
養
と
食
事

（前
編
）

・
マ
マ
の
お
口
の
ケ
ア
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
育
て

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
７
月
20
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

《
妊
娠
前
期
～
中
期
（
妊
娠
27
週
頃
）
の
心
構
え
》

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

【
日
に
ち
】
７
月
24
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
正
午

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風
邪
症
状
が

あ
る
な
ど
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は

来
所
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

筋肉の疲労

回復効果が

あります。 不

足すると免疫

機能が低下して抵抗力が弱

くなり、 さまざまな病気に

かかりやすくなります。

体内で合成

できないた

め食物として

摂る必要が

あります。 不足すると疲れ

やすくなり、 食欲不振を引

き起こします。

糖質をエネルギーに

変える働きがありま

す。 糖質を多く摂る

人や、 よく体を動か

す人は、 特に不足しないように注

意が必要です。

たんぱく質 ミネラル ビタミン

Ｂ 1

ふだん以上に熱中症予防を！

暑い日には、じわじわと汗をかいていきます。こまめに水分・塩

分の補給をして、熱中症を予防しましょう。

また、人間は軽い脱水状態のときには、のどの渇きを感じません。

のどが渇く前に水分をとりましょう。普段の生活では水を中心に、

たくさん汗をかいたときはスポーツドリンクや塩あめなどで、水分

とあわせて塩分も補給しましょう。 目安は１日当たり1.2リットル！

夏にとりたい栄養素！

【出典：政府広報オンライン】

水分補給も

忘れずに！
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◇
５
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

今
田
　
幸
芳
　
89
　
井
之
川

大
和
ト
シ
子
　
88
　
亀
　
津

柳
　
健
一
郎
　
71
　
　
山
　

峯
　
　
ハ
ル
　
97
　
亀
　
津

森
島
　
カ
ネ
　
99
　
神
之
嶺

新
元
さ
と
み
　
59
　
亀
　
徳

勇
　
　
政
則
　
88
　
亀
　
津

安
本
　
輝
久
　
67
　
　
山
　

木
村
　
　
勇
　
80
　
亀
　
津

幸
田
　
智
博
　
64
　
亀
　
津

岸
良
　
静
江
　
95
　
亀
　
徳

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

米
島

あ

　

お

　

い

明
皇
偉
（
武
勇
幾

　
茜
　
） 

亀
　
徳

福
田
　

は

る

ひ

春
妃
（
龍
之
介

千
　
尋
） 

亀
　
津

文
元
　
　

れ
ん廉

（
　
豊
　

亜
紀
子
） 

亀
　
津

喜
村
　

さ

　

く

朔
空
（
史
　
久

裕
　
子
） 

徳
和
瀬

福
山
　

か

な

と

叶
翔
（
和
　
己

富
幸
恵
） 

亀
　
津

郷
　

り
ょ
う
た
ろ
う

凌
太
朗
（
寛
　
仁

真
　
紀
） 

亀
　
津

徳
山
　

せ

　

な

惺
南
（
貴
　
哉

美
　
咲
） 

亀
　
津

名
城
　

り

つ

き

律
希
（
太
　
樹

成
　
美
） 

亀
　
津

新
田
　

お

り

は

織
葉
（
一
　
将

美
　
月
） 

亀
　
津

松
田
　

い

　

お

粋
惟
（
　
陸
　

茉
奈
栄
） 

亀
　
津

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,747 人

 男 4,811 人

 女 4,936 人

世帯数 4,657 戸

　

（+5）

（+2）

（+3）

（+4）

（括弧内は先月との比較）

令和５年６月１日現在
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※令和 2年国勢調査に基づく推計

　人口です。
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「夏休み親子料理教室」
参加者募集！

日時

場所

対象

内容

費用

申込

令和５年８月５日（土）　午前９時３０分～午後１時　

徳之島町生涯学習センター２F調理室

調理動作ができるお子様、保護者

島の食材を使ったお料理

１組 500 円（料理教室当日に集めます。）

令和５年７月 10 日（月）より電話受付を開始します。先着順となりますので、

お早めに農林水産課（電話：0997-82-1150）へお申込みください。

※当日は、エプロン・三角巾・マスク・参加費・ハンドタオル・水分補給のための水筒等をご持参ください。

「夏休み親子料理教室」の参加者を募集します。７月 10 日

（月）から、先着 10 組（※ 1 組 2 名）で受付を開始します。

参加ご希望の方はお早めに農林水産課へお申込みください。


